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▲
題
名
：
赤
坂
泉（
水
彩
画
）

  

作
者
：
大
石
　
涼

桜
の
季
節

　

多
機
能
型
事
業
所
ひ
か
り（
砥
部
町
重
光
）

の
北
に
、
砥
部
町
民
な
ら
だ
れ
で
も
ご
存
じ
の
桜

の
き
れ
い
な
赤
坂
泉
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
の
桜

は
、
少
し
濃
い
桃
色
の
陽
光
と
い
う
桜
の
あ
と
に

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
咲
き
ま
す
。
し
か
し
、
気
候
に

よ
っ
て
は
こ
の
２
つ
の
桜
が
同
時
に
咲
く
年
も
あ

り
、
そ
の
時
は
ひ
か
り
の
２
階
か
ら
ち
ょっ
と
贅

沢
な
お
花
見
が
満
喫
で
き
ま
す
。

　

仕
事
場
か
ら
花
を
眺
め
な
が
ら
、
涼
さ
ん
は

絵
筆
を
走
ら
せ
ま
し
た
。

　

春
の
青
い
空
と
桃
色
や
白
い
花
び
ら
が
春
の

ワ
ク
ワ
ク
し
た
幸
せ
な
時
間
を
表
し
て
い
ま
す
。

花
が
咲
く
こ
ろ
涼
さ
ん
の
仕
事
場
に
花
見
に
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
？
ど
な
た
で
も
歓
迎
い
た

し
ま
す
。

（
ひ
か
り
支
援
員　

大
越
）
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２
月
定
例
県
議
会
が
、３
月
19
日
に
閉
会

し
ま
し
た
。
２
月
28
日
か
ら
始
ま
っ
た
質
問

戦
に
は
、
代
表
質
問
と一般
質
問
に
５
会
派

と
無
会
派
の
計
16
人
が
登
壇
。
若
者
の
県

内
就
職
促
進
な
ど
人
口
減
少
対
策
、
地
域

経
済
の
活
性
化
、
公
共
交
通
維
持
の
た
め
の

施
策
な
ど
を
取
り
上
げ
て
論
戦
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。
可
決
議
案
は
予
算
28
、
条
例

27
、人
事
２
、そ
の
他
19
で
す
。
な
お
、日
米

地
位
協
定
の
改
定
を
求
め
る
意
見
書
の
提

出
を
求
め
る
な
ど
の
請
願
２
件
を
不
採
択

と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
議
会
最
終
日
に
は
正
・
副
議
長
を

決
め
る
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
常
任
委

員
会
も
新
し
い
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

1 

当
初
予
算

　

令
和
７
年
度
当
初
予
算
は
、一般
会
計
が

７
，５
４
１
億
５
，０
０
０
万
円（
対
前
年
度

２
５
８
億
５
，０
０
０
万
円
増
）で
、
中
村
県

政
最
大
と
な
っ
た
昨
年
度
を
さ
ら
に
上
回
る

積
極
的
な
予
算
で
す
。

　

施
策
の
柱
で
あ
る
人
口
減
少
対
策
や
、

Ｄ
Ｘ
推
進
に
は
対
前
年
度
18
億
円
増
の

１
３
６
億
円
の
予
算
を
組
ん
で
い
ま
す
。
地

域
経
済
の
活
性
化
で
は
、経
済
交
流
ミ
ッ
シ
ョ

ン（
イ
ン
ド・イ
ン
ド
ネ
シ
ア・ベ
ト
ナ
ム
）を
通

じ
た
海
外
販
路
開
拓
や
、
先
端
成
長
産
業

の
誘
致
に
向
け
た
産
業
用
地
の
整
備
な
ど

に
取
り
組
み
ま
す
。
防
災
・
減
災
対
策
は
、

県
庁
新
第
二
別
館
への
防
災
オ
ペ
レ
ー
シ
ョン

ル
ー
ム
整
備
費
用
を
計
上
。
ま
た
、
12
月
補

正
予
算
と
合
わ
せ
た
16
か
月
予
算
と
し
て

編
成
し
て
い
ま
す
。

　

特
別
会
計
は
２
，４
４
９
億
６
，１
４
０
万
円

（
対
前
年
度
▲
64
億
７
９
９
万
円
）、
企
業
会

計
は
７
３
８
億
４
，３
０
２
万
円（
対
前
年
度
＋

44
億
３
，３
５
１
万
円
）で
、県
全
体
の
予
算
規

模
は
、１
兆
７
２
９
億
５
，４
４
２
万
円
に
な
って

い
ま
す
。
主
な
事
項
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

（
１
）�人
口
減
少
対
策
《
R
６
：
40
億
円
→

　
　

R
７
：
50
億
円（
＋
10
億
円
）》

▼
え
ひ
め
人
口
減
少
対
策
総
合
交
付
金

21
億
１
，０
３
５
万
円

　
メ
ニュ
ー
選
択
型
交
付
金
を
拡
充
し
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
出
会
い・結
婚
支
援
、妊

娠
・
出
産
支
援
、子
育
て
支
援
等
の
取
組
み

を
総
合
的
に
後
押
。

▼
保
育
士
確
保
加
速
化
事
業４

，８
２
８
万
円

　

潜
在
保
育
士
の
復
職
支
援
や
県
外
学
生

の
就
業
促
進
の
ほ
か
、
未
来
の
担
い
手
確
保

策
等
を
実
施
。

▼
関
西
圏
若
手
社
会
人
U
タ
ー
ン
促
進
事
業

１
，０
３
７
万
円

�　

関
西
圏
で
働
く
本
県
出
身
の
若
者
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
、「
ひ
め
ボ
ス
宣
言
事
業
所
」を
は
じ

め
と
す
る
県
内
企
業
の
魅
力
を
発
信
。

▼
ひ
め
ボ
ス
宣
言
事
業
所
魅
力
化
支
援
事
業

１
億
５
，４
０
４
万
円

　

女
性
活
躍
や
仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援

愛
媛
県
議
会
定
例
会（
２
０
２
５
年
２
月
）の
概
要

5,000

5,500

7,500
（億円）

7,000

6,500

6,000

H28 29 30 R元 2 3 4 5 6 7（年度）

6,227.0
6,440.0 6,430.5

7,032.8 7,069.3

7,283.0

7,541.5

6,400.6 6,357.7

6,948.0

【表１】 令和７年度　県当初予算の会計別規模
（単位：百万円、▲は減）

※端数四捨五入のため合計が合わない場合があります。

特
　
別
　
会
　
計

会 計 別 予算額 前年度当初比

企
業
会
計

一般会計 754,150 25,850
災害救助基金 1 ▲ 1 
国民健康保険事業 127,552 ▲ 7,125
母子父子寡婦福祉資金 697 182
中小企業振興資金 16 11
農業改良資金 7 0
国営農業水利事業負担金 429 99
県有林経営事業 275 57
林業改善資金 130 ▲ 100 
沿岸漁業改善資金 51 増減なし 
公共用地整備事業 2,135 ▲ 283
港湾施設整備事業 15 増減なし
用品調達 306 増減なし
自動車集中管理 16 1
公債管理 113,199 750
奨学資金 132 0

計 244,961 ▲ 6,408
電気事業 3,832 665
工業用水道事業 1,367 ▲ 157 
病院事業 68,644 3,925

計 73,843 4,434
合　計 1,072,954 23,876

【過去10年間の当初予算の推移】
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に
取
り
組
む
事
業
所
を「
ひ
め
ボ
ス
宣
言
事

業
所
」
と
し
て
認
証
し
、
奨
励
金
の
支
給
等

を
通
じ
て
企
業
の
意
識
改
革
を
促
進
。

（
２
）�Ｄ
Ｘ・
官
民
共
創
の
推
進
《
R
６：
78
億

円
→
R
７
：
86
億
円（
＋
８
億
円
）》

▼
え
ひ
め
医
療�

Ｄ
Ｘ
推
進
事
業２

，１
９
８
万
円

　

医
療
機
関
同
士
の
連
携
強
化
や
業
務
改

革
の
実
現
に
向
け
て
、協
働
体
制
を
構
築
す

る
と
と
も
に
、デ
ジ
タ
ル
活
用
に
不
可
欠
な

医
療
情
報
人
材
を
育
成
。

▼
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
エ
ヒ
メ
２・０

10
億
６
，９
０
４
万
円

　

デ
ジ
タ
ル
関
連
企
業
と
行
政
が
連
携
し
、

地
域
課
題
解
決
に
向
け
た
デ
ジ
タ
ル
技
術
の

現
場
実
装
を
推
進
。

▼
官
民
共
創
拠
点
整
備
推
進
事

４
億
９
，７
７
３
万
円

�　

新
築
し
て
い
る
第
二
別
館
の
１
～
２
階
を

官
民
共
創
スペ
ー
ス
と
し
て
整
備
。

　

�

１
階
：�

受
付
兼
カ
フェ
。
１
０
０
～
２
０
０

人
規
模
の
イ
ベン
ト
ス
ペ
ー
ス
に
大

型
モ
ニ
タ
を
設
置

　
２
階
：
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
等

（
３
）�防
災
・
減
災
対
策
《
R
６：１
２
７
億
円

→
R
７
：
１
４
２
億
円（
＋
15
億
円
）》

▼
県
単
独
緊
急
防
災
・
減
災
対
策
事
業

43
億
１
，０
０
０
万
円

　

道
路
の
改
良
や
緊
急
輸
送
道
路
の
整
備
、

堤
防
補
強
等
の
河
川
整
備
な
ど
。

▼
木
造
住
宅
耐
震
化
促
進

１
億
８
，８
５
２
万
円

�　

前
年
度
よ
り
さ
ら
に
増
額
。
改
修・
設
計

４
２
０
戸
、診
断
８
３
０
件
を
見
込
ん
で
い
る
。

▼
地
震
被
害
想
定
調
査�　

５
，１
６
１
万
円

　

国
は
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
被
害
想

定
を
見
直
し
て
い
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、

県
地
震
被
害
想
定
を
見
直
し
て
い
る
。
事

業
期
間
６
～
７
年
度
。
県
と
市
町
が
新
た

な
地
震
対
策
を
立
案
す
る
際
、
共
通
の
基

礎
資
料
と
す
る
。

▼
新
防
災
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
の
整
備

３
，０
９
５
万
円

�　

新
第
二
別
館
３
階
に
情
報
収
集
・
共
有
機

能
を
拡
充
し
た
防
災
オ
ペ
レ
ー
シ
ョン
ル
ー
ム

を
整
備
。

（
４
）地
域
経
済
の
活
性
化

▼
海
外
販
路
開
拓

・�

イ
ン
ド（
タ
ミ
ル
ナ
ド
ゥ
州
政
府
等
と
連
携

経
済
交
流
）　　
　
　
　
４
，０
４
９
万
円

・�

イ
ン
ド
ネ
シ
ア（
ゴロ
ン
タ
ロ
州
の
農
水
産
業

の
課
題
解
決
に
向
け
た
ビ
ジ
ネ
ス
マッ
チ
ン

グ
）　　
　
　
　
　
　
　

２
，０
３
２
万
円

・
ベ
ト
ナ
ム（
ベン
チェ
省
等
と
の
経
済
交
流
）

１
，０
３
８
万
円

▼
東
予
港
西
条
地
区
産
業
用
地
整
備
事
業

29
億
１
，２
７
７
万
円

　

東
予
港
西
条
地
区
に
約
30
㌶
の
大
規
模

産
業
用
地
を
整
備
す
る
。
今
回
の
予
算
は
、

地
盤
改
良
や
５
千
㌧
級
の
船
の
着
岸
が
可

能
な
岸
壁

整
備
の
予

備
設
計

な
ど
。
今

後
の
予
定

と
し
て
、

限
度
額

42
億
５
，

６
２
９
万

円
の
債
務

負
担
行
為

を
設
定
し
、令
和
８
年
度
末
ま
で
の
完
了
を

目
指
す
。

▼
か
ん
き
つ
流
通
施
設
強
化
支
援

22
億
６
，１
１
５
万
円

　

集
出
荷
施
設
を
再
編
統
合
し
Ａ
Ｉ
選
果

機
を
導
入
。
７
年
度
全
体
事
業
費
39
億
２
，

２
３
０
万
円
。
予
算
計
上
額
は
国
１
／
２
補

助
に
県
１
／
10
を
加
え
た
補
助
金
。
事
業
実

施
主
体
は
Ｊ
Ａ
西
宇
和
。

▼
紅
プ
リ
ン
セ
ス
等
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
事
業

１
，３
０
０
万
円

　

紅
ま
ど
ん
な
、
紅
か
ん
ぺい
に
、
紅
プ
リ
ン

セ
ス
を
加
え
た
紅
コ
レ
ク
シ
ョン
の
認
知
度
向

上
に
向
け
情
報
発
信
。

▼
え
ひ
め
伝
統
工
芸
活
性
化
支
援
事
業

１
，６
３
７
万
円（
Ｒ
６
同
額
）

　

砥
部
焼
の
価
値
を
高
め
る
モ
デ
ル
窯
元
を

支
援
。
ま
た
、
産
地
の
底
上
げ
に
向
け
た
体

制
整
備
に
取
り
組
む
。
６
年
度
か
ら
の
継

続
事
業
。

東予港西条地区廃棄物処理・活用用地

　

議
会
最
終
日
に
は
三
宅
議
長
、
松
尾
副
議

長
の
辞
任
に
伴
う
正
・
副
議
長
選
挙
が
あ
り
、

新
議
長
に
福
羅
浩一議
員（
自
由
民
主
党
、今

治
市
・
越
智
郡
選
挙
区
、当
選
５
回
）、副
議

長
に
大
西
誠
議
員（
自
由
民
主
党
、
伊
予
市

選
挙
区
、当
選
４
回
）が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、常
任
委
員
会
と
議
会
運
営
委
員
会

の
編
成
変
え
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
私
は
建
設

常
任
委
員
会
の
委
員
長
と
、
議
会
運
営
委
員

会
の
副
委
員
長
に
就
き
ま
し
た
。
な
お
、
監

査
委
員
は
慣
例
の
２
年
任
期
を
務
め
て
無
事

退
任
し
ま
し
た
。

議事堂議長室で、福羅新議長（左）と
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（
５
）そ
の
他

▼
全
国
植
樹
祭
開
催
準
備
費

２
億
６
，８
１
３
万
円

　

令
和
８
年
春
の
開
催（
式
典
と
植
樹
会
場

は
県
総
合
運
動
公
園
）に
向
け
、準
備
を
進

め
る
。
７
年
６
月
22
日（
日
）国
立
大
洲
青

少
年
交
流
の
家
で
記
念
イ
ベン
ト
を
実
施
。

▼
県
庁
第
二
別
館
建
替
え55

億
３
，５
３
９
万
円

　

地
上
11
階
・
地
下
１
階
、延
べ
面
積
１
４
，

２
５
５
㎡
。
１
～
２
階
は
官
民
共
創
拠
点
、

３
階
防
災
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
。
令
和

８
年
３
月
完
成
予
定
。
総
事
業
費
は
約

１
１
２
億
円（
仮
設
移
転
、
什
器
調
達
経
費

含
む
）

▼（
農
地
）担
い
手
育
成
基
盤
整
備
事
業

15
億
９
８
３
万
円

　

樹
園
地
や
水
田
の
区
画
拡
大
、
緩
傾
斜

化
、
道
水
路
を一体
的
に
整
備
し
、
担
い
手
へ

の
農
地
集
積
を
図
る
。
下
難
波（
松
山
市
）

な
ど
19
か
所
。

※�

こ
の
中
に
は
砥
部
町
北
川
毛
の
農
地
中
間
管
理

機
構
関
連
農
地
整
備
事
業
も
含
ま
れ
る
。

▼�

自
転
車
国
際
会
議
「V

elo-city

」（
注
１
）

開
催
準
備　
　
　

���　

７
，６
５
４
万
円

　

令
和
９
年
の
愛
媛
開
催
が
決
定（
日
本

初
）。
開
催
準
備
費
と
し
て
、ポ
ー
ラ
ン
ド
で

開
催
さ
れ
る
自
転
車
国
際
会
議
への
出
展
、

欧
州
調
整
窓
口
の
設
置
、
欧
州
サ
イ
ク
リ
ス

ト
連
盟（
Ｅ
Ｃ
Ｆ
）への
分
担
金
な
ど
を
計
上
。

（
注
１
）�Velo-city

（
ベロ
シ
テ
ィ
ー
）：
欧
州
サ
イ
ク
リ

ス
ト
連
盟
主
催
の
世
界
最
大
級
の
自
転
車
国

際
会
議
。
自
転
車
政
策
決
定
者
な
ど（
１
千
～

１
千
５
百
人
規
模
）が
集
い
、
観
光
、
安
全
利

用
、都
市
計
画
な
ど
様
々
な
議
題
を
議
論
す
る

ほ
か
、自
転
車
パレ
ー
ド
等
を
実
施
。

▼
と
べ
も
り
＋（
プ
ラ
ス
）関
連
予
算

①
と
べ
も
り
+（
プ
ラ
ス
）エ
リ
ア
交
流
拡
大

建設中の第二別館（撮影：3月上旬）

北川毛の農地基盤整備全景（撮影：令和6年１月）

えひめこどもの城
愛顔創出事業　園内移動手段として自動電動カート（15台）を新設
　　　　　　　 くわがたのステージの屋根設置。暑さ対策にミスト扇風機（10台）配備 2億 9,985 万円

愛顔波及事業　AR(拡張現実)を活用したイベントや、とべもり+(プラス)を周遊する体感型謎解きイベント、
　　　　　　　 外国文化体験イベントの開催及び戦略的な広報により集客を促進 4,614 万円

子ども芸術祭の開催【開催時期：10月18日（土）～11月３日（月）】 2,333 万円

とべ動物園
とべ動物園施設整備　間伐材を利用して木製ベンチやテーブルを整備。
　　　　　　　　　　  既存インドゾウ舎をオランウータン舎に改修する詳細設計や、その他獣舎の部分的改修を実施。

400 万円
8,000 万円

とべ動物園展示動物等購入費　動物（オランウータン、アルパカなど）の購入や、動物の健康管理強化等に必要な医療器具の整備 8,652 万円

とべ動物園魅力向上戦略推進事業　《とべZOOイルミネーション》など定番イベント開催や、Webによる情報発信 2,360 万円

県総合運動公園　テニスコート照明更新、自動ドア装置更新等

えひめ森林公園
とべもり＋（プラス）ジャンピングイベントや森林公園体験イベントの開催 1.179 万円

とべもり＋（プラス）ゼロカーボン夢プロジェクト推進事業
　PPA方式（注2）による太陽光発電設備の導入など、化石燃料に代わる発電設備の整備を推進。 1億 7,253 万円

とべもり＋（プラス）エリア交流拡大推進事業
　スマホアプリとべもり＋の運用や、4施設連携イベントの実施。「とべもり＋イルミネーションバス」を運行。 2,412 万円

【表2】 令和7年度　とべもり＋（プラス）関連事業
とべもり＋（プラス）：えひめこどもの城、とべ動物園、県総合運動公園に「えひめ森林公園」を加えたエリア

（注2）PPA方式： 県の敷地や施設に、事業者が無償で太陽光発電設備を設置のうえ維持管理し、県は太陽光発電される電力を使用しその使用料を支払うもの
で、CO₂排出量削減に寄与するとともに、安価な電力を使用することで節約にも繋がる。
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推
進
事
業２

，４
１
２
万
円

　
スマ
ホ
ア
プ
リ
と
べ
も

り
＋
ナ
ビ
の
運
用
。
と

べ
も
り
＋
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョン
を
冬
季
に
実
施
。

「
と
べ
も
り
＋
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
バ
ス
」
を
８

日
間
運
行
。

②
展
示
動
物
の
購
入

８
，６
５
２
万
円

　

メ
ス
の
ボ
ル
ネ
オ
オ

ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
な
ど
を
購
入
予
定
。
現
在
と

べ
動
物
園
に
は
オ
ス
の
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
が
お

り
、
何
年
か
先
に
は
赤
ち
ゃ
ん
の
誕
生
が
期

待
さ
れ
る
。

③
と
べ
動
物
園
施
設
整
備　

８
，０
０
０
万
円

　

イ
ン
ド
ゾ
ウ
舎
を
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
舎
に
改

修
す
る
た
め
の
詳
細
設
計
。一部
の
獣
舎
を

生
息
環
境
を
可
能
な
限
り
再
現
し
た
、
行

動
展
示
が
で
き
る
よ
う
に
改
修
。

④
こ
ど
も
の
城
愛
顔
創
出
事
業

２
億
９
，９
８
５
万
円

　

自
動
電
動
カ
ー
ト
15
台
新
設
。
く
わ
が

た
の
ス
テ
ー
ジ
屋
根
設
置
。
暑
さ
対
策
用
ミ

ス
ト
扇
風
機
10
台
配
備
。

⑤�「
ア
ー
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
エ
ヒ
メ
フ
ェ
ス
２
０
２
５
」

の
開
催　
　
　
　

�

１
億
２
，９
４
０
万
円

　

東
京
芸
大
と
の
連
携
に
よ
り
ア
ー
ト
の
力

を
活
用
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
践
。
成
果

を
と
べ
も
り
＋
を
中
心
に
展
示
。

　

会
期
：
７
年
10
月
18
日
か
ら
11
月
３
日

　

会
場
：�

と
べ
も
り
＋（
プ
ラ
ス
）、
砥
部
町
、

今
治
市
、内
子
町
小
田

2 

補
正
予
算

　
２
月
補
正
予
算
は
、一般
会
計
で
は
物
価

高
騰
対
策
や
企
業
立
地
促
進
基
金
の
増
設

な
ど
に
４
１
７
億
円
余
り
追
加
補
正
す
る一

方
、
国
の
内
示
減
な
ど
に
伴
い
２
６
７
億
７
，

１
１
４
万
円
を
減
額
し
、
差
し
引
き

１
４
９
億
６
，
７
０
５
万
円
を
増
額
。
特
別

会
計
は
８
億
３
６
０
万
円
の
増
額
補
正
。
ま

た
、
企
業
会
計
は
、
電
気
事
業
会
計
が
病

院
事
業
会
計
へ
の
貸
付
金
15
億
円
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

（
１
）一
般
会
計（
増
額
分
）

▼
共
同
利
用
施
設
再
編
集
約
合
理
化
推
進

８
億
８
，５
９
０
万
円

　

久
万
高
原
町
菅
生
の
Ｊ
Ａ
松
山
市
久

万
野
菜
選
果
場
施
設
更
新
経
費
の一
部
を

補
助
し
、
広
域
選
果
・
流
通
体
制
の
構
築

を
後
押
し
。
７
年
度
は
、
建
物
、
冷
蔵
設

備
と
、
選
果
機
を
整
備
。
事
業
費
14
億
７
，

６
５
０
万
円
の
６
割
、
8
億
８
，５
９
０
万
円

（
国
費
55
㌫
、県
5
㌫
）を
補
助
。

とべ動物園のボルネオオランウータン「ハヤト」
（写真提供：とべ動物園）

【表3】 令和6年度　2月補正予算の概要（一般会計）

【表4】 令和6年度　2月補正予算（特別会計・企業会計）

一般会計の計 149億 6,705 万円
増額分 417億 3,819 万円

医療・福祉施設の物価高騰対策応援金
中小企業賃上げ応援事業
県産品インバウンド需要拡大事業
清酒用原料米高騰対策支援事業
自己完結型被災地支援車両等整備
共同利用施設再編集約合理化推進（久万高原町（JA松山市））
直轄事業負担金（道路・ダム等）
企業立地促進基金の創設
県立学校教育環境整備基金など老朽化対策、防災対策に係る6基金への積み増し

14億 8,146 万円
3,113 万円
5,690 万円
3,776 万円
9,413 万円

8億 8,590 万円
11億 1,243 万円
50億 円 　　　　 
70億 円 　　 など

減額分  《国内示の減、公債費利子の減等による不用額》 ▲267億 7,114 万円

（端数四捨五入　▲は減）

特別会計 8億 　360 万円
（1）増額分 21億 4,687 万円

国民健康保険事業
中小企業振興基金
県有林経営事業

18億 8,447 万円
1,132 万円

2億 5,108 万円
（2）減額分 ▲13億 4,327 万円

国営農業水利事業負担金
公債管理特会

▲ 1億 6,351 万円
▲11億 7,976 万円

企業会計   15億 円 　　　　

（端数四捨五入　▲は減）
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▼
企
業
立
地
促
進
基
金
の
創
設�　

50
億
円

　

先
端
技
術
を
活
用
し
た
成
長
性
の
高
い

産
業
を
誘
致
す
る
た
め
創
設
。
県
は
先
端

成
長
産
業
投
資
奨
励
金
制
度
を
創
設
し

て
、
半
導
体
、
先
端
素
材
、
蓄
電
池
な
ど
先

端
成
長
産
業
の
誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

奨
励
金
の
限
度
額
は
30
億
円（
経
済
効
果
が

高
い
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
50
億
円
）。

▼�

施
設
老
朽
化
、
防
災
対
策
な
ど
を
目
的

と
す
る
以
下
の
6
基
金
へ
の
積
立
金70

億
円

　

県
立
学
校
教
育
環
境
整
備
基
金
、
農
林

水
産
業
体
質
強
化
緊
急
対
策
基
金
、
県
有

施
設
更
新
整
備
基
金
、災
害
に
強
い
愛
媛
づ

く
り
基
金
、ス
ポ
ー
ツ
推
進
基
金
、と
べ
動
物

園
魅
力
向
上
基
金

（
２
）特
別
会
計（
増
額
分
）

▼�

国
民
健
康
保
険
事
業18

億
８
，４
４
７
万
円

　

国
民
健
康
保
険
事
業
に
係
る
決
算
剰
余

金
の
積
立
て
な
ど
。

▼
中
小
企
業
振
興
資
金�　

１
，１
３
２
万
円

　

中
小
企
業
グ
ル
ー
プ
施
設
復
旧
支
援
貸

金
等
の
償
還
金

▼�

県
有
林
経
営
事
業　

2
億
５
，１
0
８
万
円

　
一般
会
計
か
ら
の
貸
付
金
の
返
済
や
基
金

への
積
み
立
て
。

（
３
）企
業
会
計

▼
電
気
事
業
会
計　
　
　
　
　

�　

15
億
円

　

病
院
事
業
への
貸
付
金

3 

条
例

　

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼�

県
税
賦
課
徴
収
条
例
の
改
正

　

広
域
災
害
等
発
生
時
に
お
け
る
納
期
限

等
の
、
職
権
に
よ
る
延
長
措
置
の
対
象
と
な

る
広
域
災
害
等
の
範
囲
を
、
県
内
の
み
か
ら

他
都
道
府
県
の
区
域
に
拡
大
。

▼
県
障
害
者
雇
用
促
進
の
た
め
の
県
税
の

特
別
措
置
に
関
す
る
条
例
の
改
正

　

障
害
者
の
雇
用
促
進
を
図
る
た
め
の
県
税

の
特
別
措
置
に
つい
て
、適
用
期
限
を
延
長
。

法
人
：�
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で
に
開
始
す

る
事
業
年
度

　
　
　

�

→
10
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
開
始

す
る
事
業
年
度（
３
年
延
長
）

個
人
：
令
和
７
年
12
月
31
日
ま
で

　
　
　
→
10
年
12
月
31
日
ま
で（
３
年
延
長
）

▼�

県
公
衆
衛
生
獣
医
師
確
保
修
学
資
金
等

貸
与
条
例（
新
規
）

　

獣
医
学
を
履
修
す
る
課
程
に
在
学
す
る

大
学
生
の
う
ち
、将
来
県
の
機
関
に
獣
医
師

と
し
て
勤
務
し
よ
う
と
す
る
者
に
修
学
資

金
等
を
貸
与
。

▼�

愛
媛
県
企
業
立
地
促
進
基
金
条
例（
新
規
）

　

先
端
技
術
を
活
用
し
た
成
長
性
の
高
い

産
業
や
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
た
産
業
に

関
す
る
企
業
の
立
地
を
促
進
す
る
基
金
を

創
設
。
基
金
創
設
額
50
億
円
。

▼�

県
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
を

改
正
し
、
開
発
の
許
可
等
に
係
る
事
務
に

つ
い
て
松
前
町
へ
権
限
移
譲
。

▼
愛
媛
県
学
校
職
員
定
数
条
例
の
改
正

4 

人
事

▼�

愛
媛
海
区
漁
業
調
整
委
員
の
任
命

▼
議
員
選
出
監
査
委
員
の
交
代

　

新
委
員
帽
子
大
輔（
松
山
市
・
上
浮
穴
郡

選
挙
区
・
３
期
）議
員
を
選
任
し
ま
し
た
。

5 

そ
の
他

▼
包
括
外
部
監
査
契
約
金
額
の
締
結

　
１
，１
６
０
万
１
，０
０
０
円
で
近
藤
壮（
公

認
会
計
士
）

▼
財
産
の
処
分（
１
件
）

　

処
分
物
件
：�

東
予
港
西
条
地
区
埋
立
地

内
の
雑
種
地
の一部

　

処
分
面
積
：
１
４
０
，３
６
７・１
0
㎡�

　

処
分
価
格
：
12
億
２
，２
５
９
万
７
，４
４
１
円�

　

処
分
の
相
手
方
：
今
治
造
船
株
式
会
社

▼�

県
立
病
院
の
診
療
費
未
払
金（
9
人
：

１
９
１
万
円
）
な
ど
回
収
不
能
と
な
っ
た

債
権
の
放
棄

▼�

土
地
改
良
事
業
や
土
木
建
設
事
業
等
の

負
担
額
の
変
更

▼�

松
山
城
北
特
別
支
援
学
校
（
仮
称
）
食
堂

棟
新
築
工
事
の
請
負
契
約

　

請
負
金
額
：
5
億
２
，８
０
０
万
円（
税
込
み
）

　
　
　
　
　

��

落
札
率�

98
・
６
％

　

請
負
人
：
大
和
・
松
山
共
同
企
業
体�

　

工
期
：�

７
年
３
月
20
日
～
８
年
２
月
27
日

　

工
事
概
要
：�

鉄
筋
コン
ク
リ
ー
ト
造一部
鉄

骨
造
、地
上
２
階
建
、延
１
，

３
６
８
㎡

　

こ
の
ほ
か
工
事
請
負
契
約
締
結（
1
件
）

と
、工
事
変
更
契
約
４
件

▼�

専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て（
令
和
６
年
度

愛
媛
県
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
））

　

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
と
し

て
９
億
２
，６
９
７
万
円
を
専
決
処
分
。

▼��

自
動
車
事
故
の
賠
償
額
の
決
定
に
つ
い
て

報
告（
２
件
）

高 等 学 校 2,575人 → 2,564人（△11人）

市町立中学校 2,961人 → 2,970人（　  9人）

中等教育学校 196人 → 188人（△  8人）

市町立小学校 5,027人 → 4,991人（△36人）

特別支援学校 1,075人 → 1,080人（　  5人）

計 11,834人 → 11,793人（△41人）
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▼
終
戦
か
ら
80
年
に
な
り

ま
す
。
日
本
は
、
甚
大
な
犠

牲
の
上
に
今
日
の
平
和
で
自

由
な
社
会
を
築
き
ま
し
た
。

敗
戦
に
よ
っ
て
伝
統
や
道
徳
が
云
々
と
いっ
た

こ
と
も
言
わ
れ
ま
す
が
、
今
も
世
界
で
絶
え

な
い
戦
争
や
紛
争
を
目
の
当
た
り
に
す
る
と

き
、
私
た
ち
の
先
輩
が
築
い
て
き
た
日
本
の

素
晴
ら
し
さ
が
分
か
り
ま
す
▼
敗
戦
の一つ
の

象
徴
が
、
戦
艦
大
和
の
最
後
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
不
沈
艦
と
言
わ
れ
た
大
和
で
し
た

が
、
鹿
児
島
県
坊
ノ
岬
沖
の
海
戦
で
ア
メ
リ
カ

軍
の
猛
攻
撃
を
う
け
沈
没
し
ま
し
た
。
そ
の

大
和
に
は
、
愛
媛
県
出
身
の
茂し
げ

木き

史し

朗ろ
う

中
佐

（
後
に
大
佐
）が
、
航
海
長
と
し
て
乗
船
。
大

和
と
運
命
を
共
に
し
て
い
ま
す
▼
大
和
の
最

後
に
つ
い
て
は
、
元
乗
組
員
の
手
記
や
第
三
者

に
よ
る
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョン
、
小
説
な
ど
多
く
の

記
録
・
記
述
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
こ
の

県
政
レ
ポ
ー
ト（
平
成
29
年
７
月
号
）の「
晴

走
雨
読
」で
、
大
和
の
搭
乗
員
だ
っ
た
吉
田
満

氏（
昭
和
54
年
没
）が
自
身
の
実
体
験
を
書

き
表
し
た『
戦
艦
大
和
ノ
最
後
』
を
紹
介
し

ま
し
た
。
文
語
体
で
書
か
れ
た
こ
の
記
録
小

説
は
、
戦
記
文
学
の
白
眉
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
▼
茂
木
大
佐
は
、
温
泉
郡
桑
原
村（
現
松

山
市
桑
原
）の
生
ま
れ
。
松
山
中
学
校
４
年

終
了
後
、
海
軍
兵
学
校
に
進
み
、
昭
和
16
年

か
ら
巡
洋
艦「
神
通
」、「
鳥
海
」、昭
和
18
年

か
ら
は
戦
艦
「
榛
名
」の
航
海
長
と
航
海
畑
一

筋
に
歩
ん
で
き
た
方
で
す
。
奥
様
の
お
父
様

が
、故
相
田
梅
太
良
氏（
砥
部
町
名
誉
町
民
）

だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
残
さ
れ
た
ご
家
族
は
、
戦

後
原
町
村
で
生
活
し
て
い
ま
す
。
長
女
の
汀て
い

子こ

さ
ん
は
、ご
健
在
で
砥
部
町
に
お
ら
れ
ま
す

▼
平
成
29
年
、『
戦
艦
大
和
ノ
最
後
』の「
晴

走
雨
読
」
を
読
ん

だ
汀
子
さ
ん
が
お

手
紙
を
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
手
紙
に

は
、ご
兄
妹
の
事
、

父
茂
木
史
朗
の
思

い
出
、
そ
し
て
吉

田
満
氏
を
始
め

と
す
る
大
和
関

係
者
の
こ
と
な
ど

が
綴
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
こ
ん
な
一

文
が
あ
り
ま
し
た
。

「
私
が
小
三
で
呉
市
に
居
ま
し
た
。
戦
死
の
こ

と
な
ど
想
い
も
つ
か
ず
、『
いっ
て
ら
っ
し
ゃ
い
、

いっ
て
ら
っ
し
ゃ
い
』。
父
は
何
度
も
振
り
返
り

振
り
返
り
、
行
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
父
と
の

最
後
で
す
」。
汀
子
さ
ん
に
と
っ
て
時
が
た
て

ば
た
つ
ほ
ど
、
鮮
明
に
思
い
出
さ
れ
る
父
親
の

姿
で
す
▼
時
間
の
経
過
と
と
も
に
、
否
応
な

く
戦
争
体
験
が
遠
ざ
か
り
、
戦
争
が
歴
史
上

の
出
来
事
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
二
度
と

戦
争
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
も
、
記
憶
や

記
録
の
継
承
が
不
可
欠
で
す
。
戦
禍
に
あ
っ

て
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
あ
の
戦
争
に
真
正
面
か
ら
向
か
い
合
っ
た

職
業
軍
人
の
姿
も
語
り
継
い
で
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

航
海
長
、
掌
航
海
長
、
互
イ
ニ
身
三
箇
所
ヲ

固
縛
シ
タ
ル
ママ
、再
三
ノ
脱
出
ノ
勧
メ
ヲ
モ
固

辞
、
肩
ニ
カ
カ
ル
戦
友
ノ
手
ヲ
振
払
ウ

ト
モ
ニ
カ
ッ
ト
目
玉
ヲ
見
開
キ
、
迫
リ
ク
ル
海

面
ヲ
睨
ミ
据
エ
タ
ル
姿
マ
デ
見
届
ク

茂
木
中
佐
、
花
田
中
尉
御
最
期
ナ
リ

操
艦
ノ
責
メ
ノ
、ソ
レ
程
マ
デ
ニ
重
キ
カ

『
戦
艦
大
和
ノ
最
後
』よ
り

日
雑
日
感

茂
し げ

木
き

史
し

朗
ろ う

中佐（戦死後、大佐）
愛媛県出身/海軍兵学校53期卒

明治38（1905）年～昭和20（1945）年

松山市桑原の桑原寺に建つ茂木大佐の碑
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晴走雨読
私の本棚

せ そ ど
い うう く

　

森
繁
久
彌
（
も
り

し
げ　

ひ
さ
や
）。
映

画
、テ
レ
ビ
、
舞
台
、
そ

し
て
ラ
ジ
オ
で
も
活
躍

し
た
名
優
で
す
。
平
成

21（
２
０
０
９
）年
に
亡

く
な
り
ま
し
た
が
、
死

後
国
民
栄
誉
賞
が
追

贈
さ
れ
て
い
ま
す
。
文

筆
家
で
も
あ
り
、
自
伝

や
エ
ッ
セ
イ
な
ど
数
多

く
の
著
作
を
遺
し
ま
し
た
。
平
成
元
（
２
０
１
９
）
年
に

発
刊
さ
れ
た
こ
の『
森
繁
久
彌 

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
は
、
散

逸
し
て
い
た
彼
の
著
作
を
集
め
た
全
集
で
、「
自
伝
」「
芸

談
」
な
ど
全
５
巻
に
再
編
集
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
紹
介

す
る
第
1
巻
「
道
―
自
伝
」
に
は
、
50
歳
の
時
に
出
版

し
た「
森
繁
自
伝
」や「
私
の
履
歴
書
―
さ
す
ら
い
の
唄
」

の
ほ
か
自
伝
関
連
の
エッ
セ
イ
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

父
親
は
関
西
実
業
界
の
大
立
者
で
し
た
が
、
２
歳
の

時
に
亡
く
な
って
い
ま
す
。
旧
制
中
学
に
入
学
し
て
か
ら
、

一
気
に
不
良
化
。
芸
者
遊
び
を
覚
え
、
神
楽
坂
、
渋
谷
、

池
袋
な
ど
で
遊
ん
で
い
ま
す
。
根
っ
か
ら
の
道
楽
者
と
言

う
こ
と
で
し
ょ
う
。
生
涯
連
れ
添
っ
た
萬
壽
子
夫
人
と
は

学
生
結
婚
。
学
業
半
ば
で
東
宝
新
劇
団
に
飛
び
込
み
ま

す
。
劇
団
員
に
な
っ
て
も
生
活
費
を
稼
ぐ
こ
と
も
せ
ず
、

株
に
手
を
だ
し
て
父
親
の
遺
産
を
使
い
尽
く
し
、
困
窮
生

活
を
お
く
る
羽
目
に
な
り
ま
す
。
や
が
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
と
な
り
、
満
州
の
新
京
中
央
放
送
局
へ
。
そ

れ
が
昭
和
14（
１
９
３
９
）
年
、
26
歳
の
時
で
す
。
満
州

で
敗
戦
を
迎
え
、
混
乱
と

悲
惨
を
体
験
し
ま
す
。

　

33
歳
で
帰
国
し
役
者
を

目
指
し
ま
す
。
徐
々
に
認

め
ら
れ
は
じ
め
、
昭
和
23

（
１
９
４
８
）
年
に
は
、
菊

田
一
夫
の
紹
介
で
舞
台「
鐘

の
鳴
る
丘
」
に
出
演
。
井

上
正
夫
（
注
３
）
と
共
演
し
、

役
者
の
器
量
を
学
び
ま

す
。
森
繁
は
自
身
の
芸

風
〝
二
枚
目
で
も
三
枚
目
で
も
ま
し
て
敵
役
で
も
な
い
、

か
と
い
っ
て
決
し
て
善
良
で
は
な
い
人
物
〟
を
、
戦
後
間

も
な
く
流
行
っ
た
パ
チ
ン
コ
の
リ
ズ
ム
を
ヒ
ン
ト
に
創
り
出

し
た
と
述
懐
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
ス
タ
イ
ル
は

若
い
時
の
放
蕩
や
、
大
陸
か
ら
引
き
揚
げ
て
来
る
時
の

悲
惨
な
記
憶
な
ど
彼
の
身
体
に
染
み
付
い
た〝
地
〟で
は

な
い
か
と
思
え
ま
す
。

　

映
画
「
社
長
」シ
リ
ー
ズ
の
ち
ょっ
と
と
ぼ
け
た
社
長
。

舞
台
「
屋
根
の
上
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
弾
き
」の
主
人
公
テ

ヴ
ィ
エ
。
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ「
だ
い
こ
ん
の
花
」
の
頑
固
な
父

親
。
加
藤
道
子
と
二
人
だ
け
の
語
り
で
、
複
数
の
登
場
人

物
を
演
じ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
１
の
日
曜
名
作
座
。
皆
さ

ん
の
森
繁
久
彌
は
、
何
処
に
い
ま
す
か
。　

  

（
文
中
敬
称
略
）

（
注
３
） 井
上
正
夫（
い
の
う
え　

ま
さ
お
）：
本
名
小
坂
勇
一
。
舞
台
、

映
画
で
活
躍
し
た
俳
優
、
映
画
監
督
。
明
治
14
（
１
８
８
１
）

年
、砥
部
町
大
南（
中
通
）に
生
ま
れ
、13
歳
ま
で
を
過
ご
す
。

昭
和
24（
１
９
４
９
）年
に
芸
術
院
会
員
。
昭
和
25
年
没
。

全著作  森繁久彌
コレクション１　自伝
解説：鹿島　茂　　出版：藤原書店
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